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税別・送料別
定価：7,000円/㎡
最小受注単位：1㎡

株式会社プロダクトアイ

冬の結露対策や窓からの熱侵入や熱
損失を防ぐ驚異的な省エネシート

エアタイシート 暑さ寒さ
を和らげ快適空間が持続します。

特願2019-195689

※アイディア次第で様々な用途に応用可能※
窓サッシの他、鉄扉、プレハブ仮設住宅内外天井・壁、

冷蔵庫、冷蔵パネル、冷暖房室外機、エコキュータンク、

車の窓、冷凍冷蔵輸送車、その他

保冷保温効果期待するフラットな

被吸着面に設置可能。



被吸着面 気密空間

吸着材吸着材
エアタイシート本体

中空

被吸着面
気密空間

吸着材吸着材
エアタイシート本体

・遮熱効果と断熱効果を兼ね備えた着脱可能なエアタイシートは、
吸着設置する事により中央部が密閉され保冷保温効果を倍増さ
せます。用途により以下の2タイプが御座います。

・スクィッド：気泡緩衝材を主材料した明かりを取り入れる事が可能である。2重構造
で中に更に空気を閉じ込めた断熱効果の高いシート。直角等の被吸着面にも設置可能
で有る。（採光も可能な車やお部屋の窓の他、簡易的に断熱効果を必要とした建築構
造体や備品に設置可能。）

・リフレ：明かりを遮蔽してしまいますが、その遮熱効果により薄くても保冷保温効果
に優れる気泡遮熱材を主材料としたシート。8㎜厚（冷凍・冷蔵・断熱パネル等、建築構
造体へ設置する省エネ効果を期待する機能性重視）＆4㎜厚（車やお部屋の窓へ設置
可能で有り、多少の曲面にも設置可能。）

柔軟な為フラットな面で有れば3次元設置が可能。

薄くても保冷保温効果が大きい為引違いサッシの外側への設置も可能。
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7割強熱侵入する夏の窓、、への最良の防御方法

夏の日射を高反射・開閉

採光・開閉換気・簡単脱着

・簡単設置が可能な多機

能遮熱材。

左：エアタイシート

右：レ・フリーシェード

・日射状況により、表面温度

が20℃以上涼しい。

・開閉採光により適時採光

適時遮熱が可能。

・空気の入替可能な開閉換気

、簡単脱着と簡単取付が可

能な多機能。
28℃

28℃

51.5℃



夏季冷房時

多くの日本の

窓は、最小面積

（屋根、壁、床）であ

るにも関わらず熱が侵

入する割合が7割強。主

力の可視光線は、カーテン

やブラインド等では全く敵わ

ない。高い反射効果の有る遮

熱材による遮蔽対策が必須である。

太陽可視光線により、ガラス

面や床面が50℃以上となり

ます。可視光は、膨大なエネ

ルギーの為光の遮蔽のみ有

効の為適時開閉操作が必要。


